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 ようやく一斉登校が始まりました。６月１日からは半日

授業、３日から給食が始まり、８日から６限授業、１５日

からは１時間限定で部活が再開しました。少しずつ少し

ずつ日常の学校生活が戻ってきています。やはり生徒の

声が響いてこその学校だと改めて実感します。生徒の皆

さんも臨休中の長いブランクを感じさせないくらい元気

に登校しています。また、手洗い・消毒やマスク着用の徹

底、ソーシャルディスタンスに気をつけての学校生活に

も随分と慣れました。 

授業の様子を少し紹介

します。２年生の技術で

は、１年生のときに完成できなかった本立ての組み立てに取り組ん

でいました。釘打ちでは男女がお互いに板を持ってあげるなど、ご

く自然に協力している姿が微笑ましかったです。早速完成させ、放

課後、家に持って帰る生徒も。世界に一つしかない本立てですね。 

  体育の授業は体育館で始まり

ました。はじめのウォーミング

アップで体をほぐすだけでも笑

顔がこぼれます。そして、今取り組んでいるのは集団行動。最初

は足取りも揃わず、号令も控え

目でしたが、だんだんと号令の

声も大きくなり、今では足音と

かけ声もピタッと揃うように

なっています。特に３年生のま

とまりは抜群です。みんなで体を動かすことだけでも楽しい。

これも長い臨休があったからこそ味わえるのかもしれません。 

 そして、今回、最も影響を

受けている教科は音楽です。

歌を歌えない。リコーダー（笛）もできない。特に合唱が大好

きな本校の生徒にとっては、本当に残念なことでしょう。そこ

で、今取り組んでいるのがギターです。新しいギターを購入し

て、人数分揃えました。ギターは初めてという生徒がほとんど

で、みんな悪戦苦闘。歌手がギターを弾く姿は簡単そうに見え

るし、かっこいいですね。「すぐに弾けるわ」と思い、始めた

ものの、こんなに難しいのかと痛感していることでしょう。でも、これがギターを始めるきっかけ

になるかも。この機会にギターにのめり込んで、１年後弾き語りを披露する子がでてこないかな。 



 学校が再開して、私（岩崎）が一番

感心したのは掃除に取り組む皆さん

の姿勢です。授業が終わると、すぐ整

美委員長の酒井瑠菜さんから「そうじ

の時間です。今日もみんなで協力して頑張りましょう」（毎日メ

ッセージは変わります）と放送が入ります。すると、全員が体操

服に着替えて、授業終了の５分後には各掃除

場所に全員集合。担当の先生とともに「お願

いします！」の挨拶から掃除はスタートで

す。さぼる子や適当にする子はいません。先

生も一緒に取り組み、特に廊下は膝をついて

雑巾でピカピカに磨き上げます。１５分後、

「掃除の時間は終わりです。部活頑張りましょう」と酒井さんの放送が入り終

了。私は、ここまで全員が一生懸命掃除に取り組む学校は初めてです。皆さん

からは「そんなん当たり前やん」という言葉が返ってきそうですが、先輩から脈々

と受け継がれてきた「掃除魂」が根底に流れているように感じます。その「掃除魂」の一端は、校

内の所々に掲示されている整美委員会の掃除俳句や名言、ポスターに垣間見ることができます。 

 

 このような心構え（魂）は、生徒たちの掃除に対する姿勢にはっきりと表れています。これは、

一朝一夕にはできないことです。長い歳月をかけて育まれてきた東海南中の宝物でしょう。１年生

もそんな先輩の姿を見て、一生懸命掃除をしています。このよき伝統がこれからもずっと受け継が

れてほしいと心から願います。 

 １２日（金）、生徒会役員の

皆さんが、生徒会新聞の取材を

ということで校長室に来てく

れました。質問事項は目安箱に

「校長先生に聞きたいこと」ということで全校生徒に募集。

集まるのかなと思いましたが、趣味・好きな食べ物・中学時

代の部活・好きな女優・好きな四字熟語・なぜ元気なの？・ど

んな学校にしたいですか？などの質問があり、一つ一つ丁寧

にお答えしました。これはいい機会と思い、私も逆に同じ質

問をして答えてもらいました。好きな四字熟語は「明鏡止水」

という会長の服部賢慎君、ドラム命の副会長二川凜さん、好

きな女優は新垣結衣という副会長の芝田千陽君、「いろんなことがちゃんとできる東海南、もっと

みんなが自信を持てたら」と書記の川口佳那美さん。他、私からの質問 Q と回答 A です。Q「東

海南のいいところは？」 A 学年を超えて仲がいい・やるときはやる！・合唱がきれい！Q「課題

は？」A 忘れ物が多い・授業中寝る子がいる・周りに流されず言いたいことを言える人がもっと増

えれば。最後に Q「校長への要望を」A ダメなこと間違ったことをしたときは思いっきり叱ってほ

しい。・部活を見にきて指導してほしい・授業をしてほしい・いろいろな「おすすめの～」を教え

てほしい。という要望がありました。どれもうれしい限りで、喜んで応えていきたいと思います。 

ピカピカの廊下 


